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「運動と学力の関係をひも解く」

《
白
河
と
沖お

き

田た

総そ
う

司じ

・
土ひ

じ

方か
た

歳と
し

三ぞ
う

》

　
５
月
に
は
白
河
ゆ
か
り
の
新
選
組

隊
士
２
人
の
命
日
が
あ
る
。
慶け

い

応お
う

４

年
（
１
８
６
８
）
５
月
30
日
に
沖
田

総
司
が
病
死
。
翌
明
治
２
年
５
月
11

日
に
は
土
方
歳
三
が
戦
死
し
て
い
る
。

　
新
選
組
副
長
助じ

ょ

勤き
ん

、
一
番
隊
組
長

で
隊
内
屈
指
の
剣
客
と
し
て
勇
名
を

馳は

せ
た
沖
田
は
白
河
藩
士
の
子
で

あ
っ
た
。
沖
田
は
、
最
後
の
白
河
藩

主
阿
部
家
の
足
軽
小
頭
と
い
う
身
分

の
沖お

き

田た

勝か
つ

次じ

郎ろ
う

の
子
と
し
て
江
戸
の

白
河
藩
下
屋
敷
に
生
ま
れ
た
。

　
父
勝
次
郎
が
亡
く
な
っ
た
時
、
ま

だ
幼
か
っ
た
の
で
、
沖
田
は
家
督
を

継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
沖
田
の
姉
の
ミ
ツ
が
井
上
家
よ

り
林り

ん

太た

郎ろ
う

を
婿
に
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
沖
田
は
近こ

ん

藤ど
う

勇い
さ
みの
天て

ん

然ね
ん

理り

心し
ん

流り
ゅ
う

道
場
試し

衛え
い

館か
ん

に
入
門
し
、
め

き
め
き
と
剣
の
腕
を
磨
い
て
い
く
。

そ
の
剣
は
天
才
的
と
言
わ
れ
、
12
歳

（
14
歳
の
説
も
あ
り
）の
時
に
は
阿
部

家
の
剣
術
指
南
役
と
対
戦
し
、
勝
利

す
る
ほ
ど
の
技
量
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
沖
田
は
新
選
組
に
入
隊
し

京
都
で
活
躍
す
る
が
、
鳥
羽
伏
見
の

敗
戦
に
よ
り
、
江
戸
に
戻
り
病
気
療

養
。
一
方
の
土
方
は
江
戸
か
ら
会
津

へ
と
落
ち
延
び
、
怪け

我が

の
療
養
。
白

河
で
戦
争
が
始
ま
る
と
土
方
は
斎さ

い

藤と
う

一は
じ
め

を
隊
長
に
命
じ
、「
白
河
新
選
組
」

が
白
河
戦
争
で
戦
う
こ
と
に
な
る
。

怪
我
の
具
合
が
良
く
な
っ
た
土
方
は
、

６
月
26
日
湖
南
（
会
津
領
）
か
ら
大

信
の
上
小
屋
ま
で
出
陣
し
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　
病
気
療
養
し
て
い
た
沖
田
は
、
か

つ
て
の
仲
間
が
白
河
奪
還
の
た
め
に

戦
っ
て
い
る
最さ

中な
か

に
、
千
駄
ヶ
谷
の

植
木
屋
の
離
れ
で
、
一
人
静
か
に
息

を
引
き
取
っ
て
い
た
。

　
土
方
は
会
津
落
城
後
、
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

の
艦
隊
と
共
に
北
海
道
に
渡
り
、
箱

館
戦
争
を
戦
い
、
そ
こ
で
戦
死
す
る
。

現
在
で
も
全
国
の
沖
田
と
土
方
フ
ァ

ン
は
、
盛
大
な
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い

る
。（
文
・
植う

え

村む
ら

美よ
し

洋ひ
ろ

）

　日本では「運動が得意」というと身体を動かす
ことだけが得意というイメージですが、欧米では
「運動が得意」＝「知性が高い」と考えられてい
ます。運動は、動きを教え込む「エクササイズ」
ではなく、意志が重要な意味を持つ
「ムーブメント」という捉え方で行
い、指導の言葉かけを工夫して動き
を引き出すことで、感性と知性を伸
ばすことができるのです。

Vol. ５

《エクササイズとムーブメント》

《運動の経験が感性と知性を高める！》

★次回「運動能力を伸ばす方法」をご紹介します。

第
２
回　
戊
辰
戦
争
の
考
察
文
①

　日本人は勤勉で知性が高く、欧米より200年も
前に、和算で微分積分が使われていました。「長さ」
や「数」の概念が、身体の部位を基準としている
ように、幾何学や物理学は、運動の経験があって
はじめて理解できます。

　近年、日本人でノーベル賞を受賞した方々の世
代は、四季折々の豊かな自然の中で、存分に身体
を動かして遊んだ経験を積んでいます。
　今の若い世代は、ペーパーテストの成績は良く
ても、適切に言葉の意味を理解できなかったり、
頭では分かっていても、行動が伴わない状況が見
られたりします。運動によって、感性と知性を高
め、未来に向けた人材を育成することが、本プロ
ジェクトの目的のひとつです。
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